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 要  旨 
バーチャルリアリティやコンピュータグラフィックス技術の進歩により，メディアコンテンツ
をはじめ，3 次元モデルを利用するコンテンツは増加し続けている．それと同時に，3 次元モデ
ルを効率的に管理，再利用するため，検索エンジンのニーズも高まっている． 
 
3 次元モデルの検索エンジン研究はいくつかだされていて，すでに成果も出ている．例えば，2
次元スケッチから 3 次元モデルを検索するものなどがある． 
 
これらに対し，2 次元画像を検索クエリにする 3 次元モデルの検索・検出エンジンは，十分な
研究成果があげられていない．2 次元画像を検索クエリにする有意性が示されていないためでも
ある． 
 
しかし，2 次元画像を検索クエリとして 3 次元モデルを検索することで，Web カメラ画像や紙
媒体のスキャン画像から 3 次元モデルを利用できる．これは 3 次元カメラや 3DCG ソフトなど，
専用のハードウェアやソフトウェアを使わないため，3 次元モデルの利用が広がることになる．
モデルの生成は専用のシステムで行い，モデルを使った新たなサービスを提供したいときに役立
つと考えられる． 
 
また，2 次元画像を検索クエリにして 3 次元モデルを検索するとき，3 次元モデルを 2 次元と
して扱うときの問題がある．モデルから 2 次元画像を生成して検索クエリと比較する場合，生成
する画像が増えれば検索時間が膨れ上がってしまう．W3M-I2I では，生成する画像を抑えるため，
モデルの検索手法を新たに設計した．これらに対して本研究では，コンピュータが写真やカメラ
画像から立体物を探し出すシステム W3M-I2I(Where's/What's 3D Model In 2D Image)の開発を
行う．これは 2 次元画像を検索クエリにして，3 次元モデルの検索・検出をする．そこで，検索・
検出技術を組み合わせ，新たな 3 次元モデル検索エンジンの開発を行い，開発の過程として検索・
検出技術の組み合わせによる性能の違いを評価，検証をする． 
 
